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今年のゴールデンウィークも終わり、長いお休

の間に旅行された方も多くいらっしゃるかと思

います。違う町から帰ってくると、いつもの風景

の中で、新しい発見があることもあります。ぜひ

その違いを考えながら、町を歩いてみてください

ね。

さて、本題に入りまして、今回は「色につい

て考えよう」というテーマでお送りいたします。

浦安市景観計画においては、各地域、部位など

によって用いることができる色彩の範囲を、下記

の表のように基準として定めています。

色相区分 明度区分 彩度の上限

暖色系

色相

YR

系

0.0YR（10R）～4.9YR

8.0以上 2.0以下

5.0以上8.0未満 4.0以下

5.0未満 6.0以下

5.0YR～9.9YR

8.0以上 4.0以下

5.0以上8.0未満 6.0以下

5.0未満 6.0以下

表にある記号は「マンセル表色系」といって、

ひとつの色を正確かつ客観的に表すために用い

られる、日本工業規格にも採用されている国際的

な尺度です。「マンセル表色系」では、ひとつの

色彩を「色相（色合い）」、「明度（あかるさ）」、「彩

度（あざやかさ）」という 3 つの尺度の組み合わ

せによって表現しています。

たとえば有彩色は、10YR8.0／1.5のように、

色相、明度／彩度を組み合わせて表記し、無彩色

は、N4.0のように、ニュートラルを表すNと明

度を組み合わせて表記します。

景観計画の色彩基準を定める際には、市全域の

建築物全棟を調査し、その結果をもとに『暖色系

色相の高明度/低彩度色の多く使われる現況の色

使いを尊重すること』を基本の考えとして、現況

の蓄積や自然の色彩と著しく対比し、秩序を阻害

する色彩を規制するネガティブチェック型のル

ールを設定しました。ただし、用いる予定の色彩

が基準内であっても、周囲の建物の状況や、計画

建物内での明度対比等、全体のバランスをみて、

指導をする場合もありますので、協議の際にはご

注意ください！次回は「景観計画⑱ 景観計画が

できるまで」というテーマでお送りします。

建築物（外壁）の色彩：市全域の大規模建築物YR系の場合

※外観のアクセントとして用いる色彩は、各面の1／10未満とし、

できるだけ低層部に集約すること

マンセル表色系のしくみ

青枠：外壁基調色の許容範囲・赤枠：屋根基調色の許容範囲



先月に引き続き、市民活動団体「うらやす景観まちづくりフォーラム」に、景観通信の記事の執筆をお願いし

ています。今回は「先進事例視察」についてのご紹介です。

先進事例視察「江戸川区親水公園」

江戸川区は三方を川と海に囲まれ、内部にも中

小河川が流れている点で浦安市と良く似た立地特

性を持っています。

区では昭和 45 年から「ゆたかな心 地に緑」

を合言葉に昭和 49 年に完成した全国初の古川親

水公園を始め、親水公園・親水緑道・親水河川の

ネットワークを区内全域に張り巡らせています。

その成果として第一号古川親水公園の「全建賞」

受賞を始め、小松川境川親水公園の「手づくり郷

土大賞」、「第 17 回緑の都市賞（内閣総理大臣賞）」

全国初の一之江境川親水公園沿線の景観地区指定

など、輝かしい実績を残しています。

そこで私たちは 2012 年 5 月 20 日に、そのネ

ットワークの一部を先進事例として視察して来ま

した。結果は以下の写真の通りです。

【イベント案内】 2014 年度・浦安市協働事業

「浦安景観まちづくり連続講座」

復興過程で変わりつつある浦安の景観資源を活

かした景観まちづくりを一緒に考えませんか。市

とフォーラムの協働事業にて全 6 回の連続講座を

開催します。ご参加をお待ちしております。

【プログラム】

１）5/18（日）キックオフミーテイング

２）7/20（日）水辺の景観を考える

３）9/21（日）みどりの景観を考える

４）11/30（日）住環境の景観を考える

５）1/18（日）建築時の景観への配慮

６）3/15（日）景観シンポジウム

【場所】市民プラザ WAVE101

【時間】AM まち歩き、PM 講義・意見交換

【問い合わせ】うらやす景観まちづくりフォーラ

ム TEL・090-1764-9868（浅川） Email・

asakawa@comdesign.jp

■江戸川区親水公園の様子

古川親水公園：下水道の整備と
ともに埋め立てられる予定だっ
たが、川を残して欲しいという
地域の声により、水の流れる公
園として再生された。

古川親水公園：えどがわ環境財
団による定期的清掃作業（古川
を愛する会の人達による日常的
清掃も行われている）

新川親水河川：行徳の塩を江戸
へと運ぶ水路であった新川を
「千本桜計画」の名のもとに江
戸のイメージで再整備してい
る。川底には何と公共駐車場が
作られている。（注；本写真は視察

日とは別に再撮影したもの）

古川親水公園：沿線の景観まち
づくりの目標やイメージがイラ
スト入で掲示されている。

古川親水公園：沿線の看板には
従前の写真とともに親水公園に
生まれ変わった経緯などが記さ
れている。

葛西親水四季の道：長島川が水
と緑と彫刻のある四季の道に生
まれ変わった。子ども達が水田
耕作を体験出来る場所もある。

編 集 うらやす景観まちづくりフォーラム TEL 090-4412-2455（代表・小林）
メール yut-koba@jcom.home.ne.jp ブログ http://ukm-forum.blogspot.jp


